
安全データシート 

２０２５年１２月１日 改訂                                                １／４ 

１．化学品及び会社情報 

製 品 名：ネオ・マットテープ S 

会 社：三ツ星ベルト株式会社 

住 所：兵庫県神戸市長田区浜添通４－１－２１ 

整 理 番 号：U-048 

電 話 番 号：078－685－5771 

推奨及び使用上の制限事項： ウレタン塗膜防水・通気緩衝シート用ジョイントテープ 

 

２．危険有害性の要約 

化学品の重要危険有害性   

 及び影響有害性： 通常の状態では人の健康に対する有害な影響は少ない。 

 環境影響： 通常の状態では環境に及ぼす影響は少ない。 

 物理的及び化学的危険性： 可燃性物質であり、着火源があれば燃える。 

（消防法、指定可燃物） 

 特有の危険有害性： 燃焼、溶融などの高温で一酸化炭素等の有害ガスが発生する 

可能性がある。 

GHS 分類： 分類基準に該当しない。  

 

GHS 分類に該当しない 

他の危険有害性： 

重要な徴候： 

想定される非常事態の概要： 

国／地域情報： 

 

特になし 

特になし 

特になし 

特になし 

 

３．組成及び成分情報 

化学物質・混合物の区別： 混合物 

化学名（成分） 
含有量 

(%) 
成分 

官報公示整理番号 

（化審法№） 
CAS No. 

ポリエチレンテレフタレート 50～55 (COC6H4COOCH2CH2O)n 7-1022 25038-59-9 

酢酸ビニル・アクリル樹脂 25～30 非公開 非公開 非公開 

エチレン・酢酸ビニル樹脂 17～19 (C2H4)m(C4H6O2)n 6-6 24937-78-8 

可塑剤 1～1.5 非公開 非公開 非公開 

合成樹脂 0.1 未満 非公開 非公開 非公開 

鉱油 0.1 未満 非公開 非公開 非公開 

顔料 0.1 未満 非公開 非公開 非公開 

 

４．応急措置 

吸入した場合： 新鮮な空気の場所へ移動する。もし症状が悪化、継続するようであれば

医師の診察を受ける。 

皮膚に付着した場合： 皮膚に粘着剤が付着した場合、ゆっくりと付着物を剥がし、水で洗い流

す。刺激が残るようであれば医師の診察を受ける。 

眼に入った場合：  直ちに清浄な水で洗い、異常を感じる場合は、医師の診断を受ける。 

飲み込んだ場合： できるだけ吐き出させ、清浄な水で口内を洗浄し、異常を感じる場

合は、医師の診察を受ける。 
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５．火災時の措置 

消火剤： 水、二酸化炭素、泡消火剤、粉末消火剤 

使ってはならない消火剤： 特になし。 

特有の危険有害性： 火災によって刺激性、毒性、又は腐食性のガスを発生するおそれがあ

る。不完全燃焼した場合、一酸化炭素やアセトアルデヒド等の有害ガス

を発生する。  

特有の消火方法： 火災発生場所の周辺に関係者以外の立ち入りを禁止する。火元への燃

焼源を断ち、上記消火剤を用いて消火する。消火作業は風上から行 

う。 

消火を行なう者の保護： 大規模な火災の場合は呼吸用保護具、化学用保護衣を着用する。 

 

６．漏出時の措置 

人体に対する注意事項： 作業の際には、適切な保護具を使用する。 

保護具及び緊急時措置： 皮膚への付着、粉塵を吸入しないようにする。 

環境に対する注意事項： 切りくず等が河川、野外に排出され、環境への影響をおこさないようにす 

る。 

 

７．取扱い及び保管上の注意 

取扱い： 粘着剤が直接手に触れるような場合は、保護手袋を着用する。 

臭気が気になる場合は、換気の良い場所で取り扱う。 

火気を近づけない。 

保管： 高温、直射日光を避け、冷暗所に保管する。 

 

８．ばく露防止及び保護措置 

管理濃度： 

設備対策： 

該当する規定はない。 

特に必要としない。 

保護具  

  呼吸用保護具： 

眼の保護具： 

防塵マスク（切粉発生時）、防毒マスク（臭気発生時） 

保護眼鏡 

手の保護具： 保護手袋（粘着剤が直接触れる場合） 

 

９．物理的及び化学的性質 

物理状態： 

 

 

製品：固体 

織物部分：糸状、白色 

フィルム部分：フィルム状、緑色 

形状： ロール 

臭気： かすかな刺激臭 

ｐH： 該当しない 

融点・凝固点： データなし 

引火点： データなし 

比重（相対密度）： 1.2～1.4 

溶解性： 通常の有機溶媒には溶解しないが、熱したニトロベンゼン、フェノ

ール、メタクレゾール、オルソクロロフェノール、トリフルオロ酢
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酸、濃硫酸などには溶解する。水に不溶。 

自然発火温度： データなし 

分解温度： データなし 

燃焼性： 可燃性、着火源があれば燃える。 

 

１０．安定性及び反応性 

安定性： 常温、単独では安定で、反応性はない。 

危険有害反応可能性： 高温では一部熱分解する。着火元があれば燃える。 

避けるべき条件： 高温、炎。 

混蝕危険物質： 強酸化剤など。 

危険有害な分解生成物： 強酸化剤との接触、または燃焼により、一酸化炭素、アセトアルデヒド等

を発生する恐れがある。 

 

１１．有害性情報 

急性毒性等：  ポリエチレンテレフタレートに関しては、高分子であり消化器官で 吸収さ

れない。また、懸念される官能基も持たない為、有害性は低いと考えら

れる。その他、成分に関しては、樹脂化（固体化）された状態でのデータ

はない。 

 

１２．環境影響情報 

生態毒性： ポリエチレンテレフタレートに関しては、高分子であり消化器官で吸収さ

れない。また、懸念される官能基も持たない為、有害性は低いと考えら

れる。その他、成分に関しては、樹脂化（固体化）された状態でのデータ

はない。 

環境に対する有害性： ポリエチレンテレフタレートに関しては、生分解性はなく安定であり、土壌

中の移動性は極めて低いと考えられる。その他、成分に関しては、樹脂

化（固体化）された状態でのデータはない。ただし、固体化されたもの 

が何らかの影響で基材から剥離した際は水中環境に悪影響を与えると

考えられる。 

 

１３．廃棄上の注意 

残余廃棄物： 廃棄物処理法の産業廃棄物に該当する。産業廃棄物処理業者若しくは

地方公共団体が処理を引き受けている場合には地方公共団体に委託

する。なお、焼却するときは焼却設備を用い、大気汚染防止条例などの

諸法令に適合した処理を施して焼却する。 

汚染容器・包装： 残余廃棄物に同じ。 

 

１４．輸送上の注意 

国際規制： 国連勧告の定義上の危険物には該当しない。 

国内規制： 輸送に関する法規制には該当しない。 

輸送に関する 

特別の安全対策： 

水濡れに注意。落下、転倒がないように積み込み、荷崩れ防止を行う。 

品質保持のため、高温輸送を避ける。 
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１５．適用法令 

消防法： 指定可燃物 合成樹脂類 3000 ㎏以上 

労働安全衛生法：  

毒物劇物取締法： 

化学物質排出把握管理促進 

法： 

航空法： 

海洋汚染防止法： 

大気汚染防止法： 

悪臭防止法： 

廃棄物の処理及び清掃に 

関する法律：  

非該当 

非該当 

非該当 

 

非該当 

非該当 

非該当 

非該当 

 

産業廃棄物 廃プラスチック類に該当 

 

１６．その他の情報 

 

○本文中の記載内容は、当社の最善の知見に基づいて作成しておりますが、情報の正確さ、安全性を保証

するものではありません。 

○すべての化学品には未知の有害性があり得る為、取扱いには細心の注意が必要です。 

   御使用者各位の責任において、安全な使用条件を設定くださる様御願い申し上げます。 


